
「カーボンニュートラルローン 未来よし」の流れ

　「カーボンニュートラルローン 未来よし」は、自然エネルギー
の導入を促進し、琵琶湖の環境と生態系を取り戻すことを
目的とするサービスです。
　この仕組みは、お客さまが当行の環境対応型融資商品を
利用して太陽光発電システム等を導入された場合に、削減
された温室効果ガスの量を当行が推計します。そして、排出権
取引価格を参考に金額換算し、琵琶湖の固有種で絶滅危惧種
のニゴロブナ・ワタカの保護・育成・放流事業に資金を拠出
します。
　2007年度より総額1,470万円を、公益財団法人滋賀県水
産振興協会が実施する琵琶湖の生態系保全事業へ寄贈し
ています。これは、ニゴロブナ約33万匹、ワタカ約24万匹に
相当します。
　2016年1月には草津市の烏丸半島で「ニゴロブナ・ワタカ
放流式」を開催し、養殖された稚魚を、役職員203名で一斉
に放流しました。

放流するニゴロブナは、特殊な色素で
染色したＡＬＣ耳石標識により識別でき
ることから、一定期間後にサンプリング
（捕獲）して繁殖状況などを調査します。 耳石 染色されたＡＬＣ耳石標識 〈写真提供：滋賀県水産試験場〉

放流するニゴロブナには、
3重のリングマークをつけて
います

連 携  ● 滋賀県農政水産部  ●公益財団法人滋賀県水産振興協会
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■ニゴロブナ　■ワタカ

湖国の食文化の
保全

ふなずし（原料：ニゴロブナ）

自然エネルギー導入

放流資金
提供

水草の異常繁茂を防止

ニゴロブナ

ワタカ

※約12ｃmまで大きくして放流

ご融資

ＰＬＢ資金・エコクリーン資金（省エネ・温暖化ガス削減プラン）

エコ＆耐震住宅ローン・セレクトリフォームローン（エコ＆耐震）

適用金利よりさらに年▲ %0.1

事業者向け

個人向け

対象
商品

CO2排出削減量を金額換算

生物多様性の
保全
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体重１００ｇのワタカは、
夏場に１日約３０ｇの水草を食べます。太陽光発電システム導入などの場合

地球環境
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